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調査の結果については、有効回収数３１０人の総数に関し、一律に調査項目の結果を示す形ではなく、

「医療的ケアが必要な方」と「医療的ケアが必要ない方」という大きく２つの区分に分けて、それぞれの調査

項目の結果を示し、それぞれの傾向がわかるように整理した。 

また、本調査については、医療的ケアの必要の有無に加え、医療的ケアが必要な者のうち、より濃厚な

医療的ケアを必要とする「超重症児（者）」、「準超重症児（者）」の数や、強度行動障害判定別に分けた行

動障がいのある者の数を把握し、さらにそれぞれ「18 歳未満」・「18 歳以上」と分けてそれぞれ調査項目の

結果を示した。 

 

（１）医療的ケアの有無による特徴と傾向･･･【問 14】 

 

医療的ケアの必要の有無については、310 人中、「医療的ケアが必要な者」が 127 人、「医療的ケアが必

要ない者」が 183 人となっており、医療的ケアが必要な者は全体の 41.0％を占めている。 

 
 
 
 
 
 

医療的ケアの有無のほか、年齢層、生活の場、超重症児（者）・準重症児（者）の判定別、強度行動障害

の判定別にみた特徴や傾向は、以下の通り。 

 
～医療的ケアが必要な者の 63.8％が在宅～ 

医療的ケアが必要な者は 127 人で、このうちの 81 人（63.8％）が在宅となっている。さらに、そのうち濃厚

な医療的ケアを必要する「超重症心身障がい児・者」及び「準超重症心身障がい児・者」がそれぞれ 24 人、

17 人存在。医療的ケアかつ濃厚な医療的ケアを必要とする方が、施設よりも在宅に多い状況であることが

うかがえる結果となっている。 

 
～医療的ケアが必要ない者の 50.8％が行動障がい～ 

医療的ケアが必要ない者 183 人については、「行動障がいがある」は 93 人（50.8％）、そのうち在宅が 62

人（66.7％）となっている。

医療的ケアの必要の有無

必要 不要

該当者数（人） 127 183 310

構成比（％） 41.0 59.0 100.0

医療的ケア
合計

２ 調査結果の要点 
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（参考）強度行動障がい判定基準 
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（参考）超重症児（者）・準超重症児（者）の判定基準について 
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（２）本人の状況 

 

①18 歳未満/18 歳以上別･･･【問 3】 

 

～医療的ケアが必要は 18 歳以上がやや多い～ 

医療的ケアが必要な者（127 人）のうち、18 歳未満は 56 人、18 歳以上は 71 人となっており、18 歳以上

が 18 歳未満と比べ多い。 

 
 
 
 
 
 

 

～18 歳以上の 7 割が医療的ケアは必要ない～ 

医療的ケアは必要ない者（１８３人）のうち、１８歳未満は５６人、１８歳以上は１２７人となっており、１８歳以

上が１８歳未満と比べ多い。 

 

 

 

 

医療的ケアが必要な方の18歳未満/18歳以上別の内訳

18歳未満 18歳以上 合計

該当者数（人） 56 71 127

構成比（％） 44.1 55.9 100.0

医療的ケアが必要ない方の18歳未満/18歳以上別の内訳

18歳未満 18歳以上 合計

該当者数（人） 56 127 183

構成比（％） 30.6 69.4 100.0

<医療的ケアが必要な者>

<医療的ケアが必要ない者>
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②在宅/施設入所別･･･【問 13】 

～医療的ケアが必要な者は在宅が多い～ 

医療的ケアが必要な者（127 人）のうち、在宅は 81 人、施設入所は 46 人となっており、在宅が施設入所

と比べ多い。これを、18 歳未満/18 歳以上別にみると、18 歳未満（56 人）は在宅が 49 人、施設入所が 7

人となっており、在宅が施設入所を大きく上回っている。一方、18 歳以上（71 人）は在宅 32 人、施設入所

39 人となっており、施設入所が在宅を上回っているものの在宅も一定程度の数となっている。 

 

 
 
 
 
 
 

～18 歳未満の 98％が在宅～ 

医療的ケアは必要ない者（１８３人）のうち、在宅は１３４人、施設入所は４９人となっており、在宅が施設

入所と比べ多い。 

また、１８歳未満／１８歳以上の別にみると、１８歳未満（５６人）は在宅が５５人、施設入所が１人となって

おり、在宅が施設入所を大きく上回る一方、１８歳以上（１２７人）は在宅が７９人、施設入所が４８人となって

おり、在宅が施設入所を上回っている。 

 

 

 

 

医療的ケアが必要な方の在宅/施設入所別の内訳

人 ％ 人 ％ 人 ％

81 63.8 46 36.2 127 100.0

18歳未満 49 87.5 7 12.5 56 100.0

18歳以上 32 45.1 39 54.9 71 100.0

該当者

在宅 施設入所 合計

医療的ケアが必要ない方の在宅/施設入所別の内訳

人 ％ 人 ％ 人 ％

134 73.2 49 26.8 183 100.0

18歳未満 55 98.2 1 1.8 56 100.0

18歳以上 79 62.2 48 37.8 127 100.0

在宅 施設入所 合計

該当者

<医療的ケアが必要な者>

<医療的ケアが必要ない者>
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③超重症児（者）/準超重症児（者）/その他医療的ケアが必要別･･･【問 15】 

 
～超重症は 18 歳未満、準超重症とその他医療的ケアは 18 歳以上が多い～ 

医療的ケアが必要な方（127 人）のうち、濃厚な医療的ケアを必要とする「超重症児（者）」と「準超重症児

（者）」は、それぞれ 28 人（22.0％）、27 人（21.3％）であり、その他医療的ケアが必要な方は 72 人（56.7％）

となっている。 

「超重症児（者）」（２８人）のうち、１８歳未満（超重症児）は１７人、１８歳以上（超重症者）は１１人となって

おり、１８歳未満（超重症児）の数が１８歳以上（超重症者）の数に比べ多い。 

「準超重症児（者）」（２７人）のうち、１８歳未満（準超重症児）は１１人、１８歳以上（準超重症者）は１６人と

なっており、１８歳以上（準超重症者）の数が１８歳未満（準超重症児）の数と比べ多い。 

その他医療的ケアが必要な者」（７２人）のうち、１８歳未満は２８人、１８歳以上は４４人であり、１８歳以上

の数が１８歳未満の数と比べて多い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人 ％ 人 ％ 人 ％

17 60.7 11 39.3 28 100.0

在宅 14 82.4 10 90.9 24 85.7

施設入所 3 17.6 1 9.1 4 14.3

（在宅・施設計） 17 100.0 11 100.0 28 100.0

11 40.7 16 59.3 27 100.0

在宅 10 90.9 7 43.8 17 63.0

施設入所 1 9.1 9 56.3 10 37.0

（在宅・施設計） 11 100.0 16 100.0 27 100.0

28 38.9 44 61.1 72 100.0

在宅 25 89.3 15 34.1 40 55.6

施設入所 3 10.7 29 65.9 32 44.4

（在宅・施設計） 28 100.0 44 100.0 72 100.0

在宅・施設別にみた超重症児（者）/準超重症児（者）/その他医療的ケアが
必要な方の数

18歳未満 18歳以上 合計

超重症児（者）

準超重症児（者）

その他

超重症児（者）/準超重症児（者）/その他医療的ケアが必要な方の数

人 ％ 人 ％ 人 ％

17 30.4 11 15.5 28 22.0

11 19.6 16 22.5 27 21.3

28 50.0 44 62.0 72 56.7

56 100.0 71 100.0 127 100.0合計

18歳未満 18歳以上 合計

超重症児（者）

準超重症児（者）

その他

<医療的ケアが必要な者>
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④強度行動障がい判定別･･･【問 12】 

 
～１８歳未満の強度行動障がい、行動障がいのある者はすべて在宅～ 

医療的ケアは必要ない者（１８３人）のうち、①２０点以上（特別処遇の対象）１２人（６．６％）、②１０～１９

点（強度行動障がい）２２人（１２．０％）、③１～９点５９人（３２．２％）となっている。判定結果が１点以上であ

る行動障がいがある者（①＋②＋③）は９３人（５０．８％）であり、そのうち強度行障がいのある者（１０点以

上＝①＋②）は３４人（１８．６％）である。 

行動障がいのある者（１点以上＝①＋②＋③）（９３人）は１８歳未満が２８人、１８歳以上が６５人であり、１

８歳未満は全て在宅、１８歳以上は在宅が３４人、施設入所が３１人となっている。 

強度行動障がいのある者（１０点以上＝①＋②）（３４人）は１８歳未満が１２人、１８歳以上が２２人であり、

１８歳未満は全て在宅であり、１８歳以上は在宅が１３人、施設入所が９人。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

18歳未満/18歳以上別にみた強度行動障がい判定

人 ％ 人 ％ 人 ％

①20点以上（特別処遇の対象） 2 3.6 10 7.9 12 6.6

②10～19点（強度行動障がい） 10 17.9 12 9.4 22 12.0

①＋②(強度行動障がいのある者の計） 12 － 22 － 34

在宅 12 － 13 － 25

施設入所 0 － 9 － 9

③1～9点 16 28.6 43 33.9 59 32.2

①＋②＋③（行動障がいのある者の計） 28 － 65 － 93

在宅 28 － 34 － 62

施設入所 0 － 31 － 31

0点または無回答 28 50.0 62 48.8 90 49.2

56 100.0 127 100.0 183 100.0合計

18歳未満 18歳以上 合計

<医療的ケアが必要ない者>
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（３）実態調査の結果等を踏まえた現状及び課題 

 

①医療的ケアが必要な者に関する現状及び課題 

 

○ 医療的ケアが必要な者については、調査の結果によれば、１２７人であり、そのうち在宅が８１人と６３．

８％を占めており、施設入所が４６人であることを踏まえると、在宅に医療的ケアを必要とする者が多

い。 

○ さらに、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）について、１８歳未満及び１８歳以上はそれぞれ４９人、

３２人と１８歳未満が１８歳以上よりも多い一方、施設入所の者（４６人）について、１８歳未満及び１８歳

以上はそれぞれ７人、３９人であり、１８歳未満は在宅に多く、１８歳以上は施設入所が多い。 

○ また、在宅の医療的ケアが必要な者のうち、より濃厚な医療的ケアを必要とする「超重症児（者）」及び

「準超重症児（者）」がそれぞれ２４人、１７人であり、施設入所における「超重症児（者）」及び「準超重

症児（者）」はそれぞれ４人、１０人であることを踏まえると、在宅に濃厚な医療的ケアを必要とする者が

多い状況がある。 

○ さらに、在宅の医療的ケアが必要な者であって、より濃厚な医療的ケアを必要とする「超重症児（者）」

及び「準超重症児（者）」については、１８歳未満がそれぞれ１４人、１０人、１８歳以上が１０人、７人であ

る一方、施設入所の医療的ケアが必要な者であって、より濃厚な医療的ケアを必要とする「超重症児

（者）」及び「準超重症児（者）」については、１８歳未満がそれぞれ３人、１人、１８歳以上が１人、９人で

あり、在宅の「超重症児（者）」及び「準超重症児（者）」が施設入所の「超重症児（者）」及び「準超重症

児（者）」より多い状況がある。 

○ NICU の入院の有無について、医療的ケアが必要な者（１２７人）においては、「NICU に入院した」が５０

人と３９．４％であるが、１８歳未満（５６人）においては、「NICU に入院した」が３５人と６２．５％を占めて

おり、１８歳以上（７１人）が１５人（２１．１％）であることを踏まえれば、１８歳未満の NICU の入院した者

の数が多い。 

○ 医療的ケアが必要な者のうち NICU に入院した者（５０人）について、NICU の退院時、不安だったこと

は「緊急時の不安」、「介護・看護の不安」の割合が高い。 

○ 医療的ケアが必要な者のうち NICU に入院した者（５０人）について、NICU 退院後の在宅生活の当初

において、不安だったことは「病状悪化やけいれんの不安」の割合が高い。 

○ 日常的な介護について、医療的ケアが必要な者（１２７人）は「食事」は「経管栄養」及び「全面介助が

必要」が約９割以上、「着脱」・「入浴」・「排泄」は全て「全面介助が必要」が約９割以上を占める状況。 

○ 平日の日中の主な生活の場について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「自宅以外」が４２人

（５１．９％）、「自宅」が３６人（４４．４％）であり、「自宅以外」が「自宅」よりも多いが「自宅」も一定程度い

る。 

○ 障害福祉サービス等の利用状況について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「訪問看護」（４４

人）が最も多く、次いで「医療機関」（３６人）、「訪問リハビリ」（２７人）の順に多く、１８歳未満（４９人）は

「訪問看護」（３０人）、「医療機関」（２１人）、「訪問リハビリ」（１５人）の順に多い一方で、１８歳以上（３２

人）は「医療機関」（１５人）、「訪問看護」（１４人）及び「生活介護」（１４人）、「訪問リハビリ」（１２人）の順

に多く、障害福祉サービスよりも医療系サービスの利用が多く見られる。 
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○ 障害福祉サービス等の利用に当たっての相談機関について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）

は「医療機関の医師」（２３人）、「相談支援事業所」（２０人）、「医療機関のソーシャルワーカー」（１３人）、

「行政の保健師」（１２人）及び「行政の福祉部門の職員」（１２人）の順に多いが、各機関に分散している

状況が見られる。 

○ 主たる介護者について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「母親」が６６人（８１．５％）と８割強を

占め、大半が母親が介護等を行っている状況。 

○ 主たる介護者の介護期間について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「５年以上」が５６人（６９．

１％）と約７割を占めており、介護期間は長期化している状況。 

○ 主たる介護者の健康状態について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「不安がある」（３７人）及

び「良くない」（１３人）で６１．７％を占め、１８歳未満（４９人）は「不安がある」（２６人）及び「良くない」（３

人）で５９．２％である一方、１８歳以上（３２人）は「不安がある」（１１人）及び「良くない」（１０人）で６５．

６％となり、年齢とともに、主たる介護者が健康に不安を抱える状況。 

○ 主たる介護者の睡眠時間について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「６時間未満」（３８人）、

「５時間未満」（１５人）、「７時間未満」（１１人）の順に多い。１８歳未満（４９人）は「６時間未満」（２４人）、

「７時間未満」（９人）、「５時間未満」（７人）の順に多い一方、１８歳以上（３２人）は「６時間未満」（１４人）、

「５時間未満」（８人）、「無回答」（６人）の順に多く、年齢とともに、主たる介護者の睡眠時間が少なくな

る傾向が見られる。 

○ 主たる介護者の睡眠形態について、在宅の医療的ケアが必要な者（８１人）は「短時間睡眠を複数回」

が３５人（４３．２％）、「まとまった時間眠れる」が２９人（３５．８％）。１８歳未満（４９人）は「まとまった時間

眠れる」が２３人（４６．９％）、「短時間睡眠を複数回」が２２人（４４．９％）である一方、１８歳以上（３２人）

は「短時間睡眠を複数回」が１３人（４０．６％）、「まとまった時間眠れる」が６人（１８．８％）であり、年齢と

ともに、「短時間睡眠を複数回」という断続的睡眠の形態の割合が「まとまった時間眠れる」という連続

的睡眠の形態の割合を上回る傾向が見られる。 

○ 主たる介護者が何らかの理由により支援できない場合、代わりに支援を依頼できる者について、在宅

の医療的ケアが必要な者（８１人）は「同居の家族」が２５人（３０．９％）、「いない」が１７人（２１．０％）、

「訪問看護師」及び「無回答」がそれぞれ１２人（１４．８％）の順に多い。１８歳未満（４９人）は「同居の家

族」が１６人（３２．７％）、「別居の家族」が１０人（２０．４％）、「訪問看護師」が９人（１８．４％）の順に多い

一方、１８歳以上（３２人）は「同居の家族」及び「いない」がそれぞれ９人（２８．１％）、「無回答」が７人

（２１．９％）、「訪問看護師」及び「ホームヘルパー」がそれぞれ３人（９．４％）の順に多く、年齢とともに、

「同居の家族」の割合は低くなるとともに「いない」の割合が高くなる傾向が見られる。 

○ 主たる介護者が何らかの理由により支援できない場合、代わりに支援を依頼できる者にお願いできる

時間について、在宅の医療的ケアが必要な者（５２人）は「１日以上」が１４人（２６．９％）、「５時間以上」

が１０人（１９．２％）、「５時間未満」が７人（１３．５％）の順に多い。１８歳未満（３６人）は「１日以上」が９

人（２５．０％）、「５時間以上」が８人（２２．２％）、「１時間未満」が５人（１３．９％）の順に多い一方、１８歳

以上（１６人）は「１日以上」が５人（３１．２％）、「５時間未満」及び「無回答」がそれぞれ３人（１８．８％）、

「２時間未満」及び「５時間以上」がそれぞれ２人（１２．５％）の順に多い。 

○ 主たる介護者が介護等をする上で最も負担と感じていることについては、在宅の医療的ケアが必要な

者（８１人）は「入浴介助」が４０人（４９．４％）、「外出（介護・看護者）」が３０人（３７．０％）、「移動介助
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（本人）」が２８人（３４．６％）の順に多い。１８歳未満（４９人）は「入浴介助」が２７人（５５．１％）、「外出

（介護・看護者）」が２６人（５３．１％）、「移動介助（本人）」が１９人（３８．８％）の順に多い一方、１８歳以

上（３２人）は「入浴介助」が１３人（４０．６％）、「食事介助」及び「移動介助（本人）」がそれぞれ９人（２８．

１％）、「医療的ケア」及び「睡眠（介護・看護者）」がそれぞれ７人（２１．９％）の順に多く、年齢に関わら

ず、「入浴介助」が大きな負担となっている状況。 

○ 今後（向こう５年間）の生活の場について、医療的ケアが必要な者（１２７人）は「自宅中心」が６７人（５２．

８％）と最も多く、次いで「入所施設」が４３人（３３．９％）。医療的ケアが必要な者（１２７人）のうち、１８歳

未満（５６人）は「自宅中心」が４６人と８２．１％を占め、「入所施設」が９人と１６．１％にとどまる一方、１８

歳以上（７１人）は「入所施設」が３４人と４７．９％、「自宅中心」が２１人と２９．６％、であり、年齢が低いと

きは「自宅中心」を望む傾向が非常に強いが、年齢が高くなるにつれ、「入所施設」を望む割合が増え

る傾向。 

○ 今後利用される（したい）サービスについて、医療的ケアが必要な者（１２７人）は「短期入所」及び「障

害児入所施設・障害者支援施設」がそれぞれ４０人（３１．５％）、「医療機関」が３６人（２８．３％）、「日中

一時支援」が２７人（２１．３％）の順に多い。医療的ケアが必要な者（１２７人）のうち、１８歳未満（５６人）

は「短期入所」が２４人（４２．９％）、「日中一時支援」が２１人（３７．５％）、「訪問看護」が１９人（３３．９％）

の順に多い一方、１８歳以上（７１人）は「障害者支援施設」が２６人（３６．６％）、「医療機関」が１９人（２

６．８％）、「短期入所」が１６人（２２．５％）の順に多く、年齢に関わらず「短期入所」を利用される（した

い）者の割合が高く、１８歳以上は「障害者支援施設」を利用される（したい）者の割合が高い。 

 

 

②医療的ケアは必要ない者に関する現状及び課題 

 

○ 医療的ケアは必要ない者については、調査の結果によれば、１８３人であり、そのうち在宅が１３４人と７３．

２％、施設入所が４９人と２６．８％であり、在宅が７割強を占める。 

○ さらに、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）について、１８歳未満及び１８歳以上はそれぞれ５５人、７

９人と１８歳以上が１８歳未満よりも多く、施設入所の者（４９人）についても、１８歳未満及び１８歳以上はそれ

ぞれ１人、４８人であり、１８歳未満は在宅に多く、１８歳以上は施設入所の割合が高い。 

○ 医療的ケアは必要ない者（１８３人）について、強度行動障がい判定別にみると、２０点以上（特別処遇の対

象）は１２人、１０～１９点（強度行動障がい）は２２人、１～９点は５９人であり、行動障がいのある者は（１点以

上）は９３人と５０．８％を占めており、そのうち強度行動障がいのある者（１０点以上）は３４人と１８．６％を占

めている。 

○ 行動障がいのある者（１点以上）（９３人）は、１８歳未満が２８人、１８歳以上が６５人であり、１８歳以上が

多く、１８歳未満は全て在宅であり、１８歳以上は在宅が３４人、施設入所が３１人であり、在宅の割合が

高い。 

○ 強度行動障がいのある者（１０点以上）（３４人）は、１８歳未満が１２人、１８歳以上が２２人であり、１８歳

未満は全て在宅であり、１８歳以上は在宅が１３人、施設入所が９人であり、在宅の割合が高い。 

○ NICU の入院の有無について、医療的ケアは必要ない者（１８３人）においては、「NICU に入院してい

ない」が１０４人と５６．８％を占める一方、「NICU に入院した」が５５人と３０．１％であるが、１８歳未満（５
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６人）においては、「NICU に入院した」が２５人と４４．６％である一方、１８歳以上（１２７人）においては、

「NICU に入院した」が３０人と２３．６％であり、１８歳以上と比べ１８歳未満の NICU 入院した者が多い。 

○ 医療的ケアは必要ない者のうち NICU に入院した者（５５人）について、NICU の退院時、不安だったこ

とは「介護・看護の不安」、「今後の医療への不安」の割合が高い。 

○ 医療的ケアは必要ない者のうち NICU に入院した者（５５人）について、NICU 退院後の在宅生活の当

初において、不安だったことは「育児・介護に関すること」、「病状悪化やけいれんの不安」の割合が高

い。 

○ 日常的な介護について、医療的ケアは必要ない者（１８３人）は「食事」は「全面介助が必要」及び「一

部介助が必要」が約９割、「着脱」・「入浴」・「排泄」は全て「全面介助が必要」及び「一部介助が必要」

が９割以上を占める状況。 

○ 平日の日中の主な生活の場について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「自宅以外」が１０

１人（７５．４％）、「自宅」が２５人（１８．７％）であり、「自宅以外」が「自宅」よりも多い。 

障害福祉サービス等の利用状況について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「生活介護」（４６人）

が最も多く、次いで「短期入所」（２７人）、「利用していない」（２５人）の順に多く、１８歳未満（５５人）は「利用し

ていない」（１８人）、「日中一時支援」（１３人）、「短期入所」（９人）の順に多い一方で、１８歳以上（７９人）は

「生活介護」（４６人）、「短期入所」（１８人）、「医療機関」（１３人）の順に多く、１８歳未満において、「利用して

いない」が最も多い。 

○ 障害福祉サービス等の利用に当たっての相談機関について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４

人）は「相談支援事業所」（３２人）、「行政の福祉部門の職員」（３０人）、「医療機関の医師」（１７人）の

順に多い。 

○ 主たる介護者について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「母親」が１１４人（８５．１％）と８

割強を占め、大半が母親が介護等を行っている状況。 

○ 主たる介護者の介護期間について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「５年以上」が１０７人

（７９．９％）と約８割を占めており、介護期間は長期化している状況。 

○ 主たる介護者の健康状態について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「不安がある」（５５人）

及び「良くない」（２８人）で６１．９％を占め、１８歳未満（５５人）は「不安がある」（１９人）及び「良くない」

（１３人）で５８．２％である一方、１８歳以上（７９人）は「不安がある」（３６人）及び「良くない」（１５人）で６

４．６％となり、年齢とともに、主たる介護者が健康に不安を抱える状況。 

○ 主たる介護者の睡眠時間について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「６時間未満」（６１

人）、「７時間未満」（２８人）、「５時間未満」（２１人）の順に多い。１８歳未満（５５人）は「６時間未満」（２９

人）、「５時間未満」（１１人）、「７時間以上」（１０人）の順に多い一方、１８歳以上（７９人）は「６時間未満」

（３２人）、「７時間以上」（１８人）、「５時間未満」（１０人）の順に多い。 

○ 主たる介護者の睡眠形態について、在宅の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「まとまった時間眠れ

る」が７４人（５５．２％）、「短時間睡眠を複数回」が３９人（２９．１％）、１８歳未満（５５人）は「まとまった時

間眠れる」が３２人（５８．２％）、「短時間睡眠を複数回」が１９人（３４．５％）である一方、１８歳以上（７９

人）は「まとまった時間眠れる」が４２人（５３．２％）であり、「短時間睡眠を複数回」が２０人（２５．３％）で

あり、「まとまった時間眠れる（連続）」が「短時間睡眠を複数回（断続）」を上回っている。 

○ 主たる介護者が何らかの理由により支援できない場合、代わりに支援を依頼できる者について、在宅
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の医療的ケアは必要ない者（１３４人）は「同居の家族」が４９人（３６．６％）、「いない」が４３人（３２．

１％）、「別居の家族」が２２人（１６．４％）の順に多い。１８歳未満（５５人）は「同居の家族」が２２人（４０．

０％）、「別居の家族」が１８人（３２．７％）、「いない」が１４人（２５．５％）の順に多い一方、１８歳以上（７９

人）は「いない」が２９人（３６．７％）、「同居の家族」が２７人（３４．２％）の順に多く、年齢とともに、「同居

の家族」の割合は低くなるとともに「いない」の割合が高くなる傾向が見られる。 

○ 主たる介護者が何らかの理由により支援できない場合、代わりに支援を依頼できる者にお願いできる

時間について、在宅の医療的ケアは必要ない者（７９人）は「１日以上」が２０人（２５．３％）、「５時間以

上」が１３人（１６．５％）、「３時間未満」が９人（１１．４％）の順に多い。１８歳未満（４０人）は「１日以上」が

１１人（２７．５％）、「５時間以上」が８人（２０．０％）、「５時間未満」が６人（１５．０％）の順に多い一方、１

８歳以上（３９人）は「１日以上」が９人（２３．１％）、「３時間未満」が７人（１７．９％）、「５時間以上」が５人

（１２．８％）の順に多い。 

○ 主たる介護者が介護等をする上で最も負担と感じていることについては、在宅の医療的ケアは必要な

い者（１３４人）は「入浴介助」が５８人（４３．３％）、「排泄・排便介助」が５１人（３８．１％）、「食事介助」が

４９人（３６．６％）の順に多い。１８歳未満（５５人）は「入浴介助」が２９人（５２．７％）、「食事介助」・「排

泄・排便介助」・「移動介助（本人）」がそれぞれ２３人（４１．８％）の順に多い一方、１８歳以上（７９人）は

「入浴介助」が２９人（３６．７％）、「排泄・排便介助」が２８人（３５．４％）、「食事介助」が２６人（３２．９％）

の順に多く、年齢に関わらず、「入浴介助」が大きな負担となっている状況。 

○ 今後（向こう５年間）の生活の場について、医療的ケアは必要ない者（１８３人）は「自宅中心」が９３人（５０．

８％）と最も多く、次いで「入所施設」が４７人（２５．７％）。医療的ケアは必要ない者（１８３人）のうち、１８歳未

満（５６人）は「自宅中心」が４５人と８０．４％を占め、「入所施設」が４人と７．１％にとどまる一方、１８歳以上

（１２７人）は「自宅中心」が４８人と３７．８％、「入所施設」が４３人と３３．９％であり、年齢が低いときは「自宅

中心」を望む傾向が非常に強いが、年齢が高くなるにつれ、「入所施設」を望む割合が増える傾向。 

○ 今後利用される（したい）サービスについて、医療的ケアは必要ない者（１８３人）は「生活介護」が６６人（３６．

１％）、「障害児入所施設・障害者支援施設」が６０人（３２．８％）、「短期入所」が５９人（３２．２％）の順に多

い。医療的ケアは必要ない者（１８３人）のうち、１８歳未満（５６人）は「日中一時支援」が３０人（５３．６％）、

「短期入所」が２４人（４２．９％）、「児童発達支援」が１８人（３２．１％）の順に多い一方、１８歳以上（１２７人）

は「生活介護」が５１人（４０．２％）、「障害者支援施設」が４５人（３５．４％）、「短期入所」が３５人（２７．６％）

の順に多く、年齢に関わらず「短期入所」を利用される（したい）者の割合が高い。 

 


